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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、国際公共財と地方公共財としての特徴を備えた公共財の供給に関する
協力行動を調べるために、「無限回繰返し公共財ゲーム」及び「無限回繰返し越境
公共財ゲーム」の実験を行ったものである。 
研究の目的は、以下の通りである。第一に、公共財の供給を「無限回繰返し公共
財ゲーム」として分析すること、第二に、ラボ経済実験という手法を用いて分析す
ること、第三に、認知能力に注目し、認知能力の高低に基づいて、実験結果を解釈
することである。 
本論文の主な功績を挙げると、以下の通りである。第一に、自分の所属するグル
ープと自分の所属しないグループの投資によって、被験者の利得が決まる公共財の
供給問題を、「無限回繰返し越境公共財ゲーム」における被験者の協力行動として
定式化した。 
第二に、「無限回繰返し越境公共財ゲーム」では、協力的で、我慢強く、寛容な
戦略が採用されるかどうかは、認知能力の高低に依存することを明らかにした。 
第三に、「無限回繰返し越境公共財ゲーム」で、協力的行動を促進させるため
に、子どもの認知能力の発達を促す教育プログラムの重要性や、政府や国際機関に
よる人々の協力性に関する共有知識の重要性を指摘した。 
以上の通り、本論文は「無限回繰返し越境公共財ゲーム」という公共財の提供問
題に新しいフレームワークを示した研究であり、どのように協力的戦略を推進する
べきかという政策形成に与える示唆に富んでおり、学術的のみならず政策的に見て
も意義のある研究である。 
しかしながら、本論文の分析には残された課題もある。第一に、実験経済学とい
う特質上、パラメーターの設定に恣意性が残り、なぜこのパラメーターの数値が採
用されているのか、根拠を明確に示す必要がある。 
第二に、認知能力の高低が重要であることが示唆されているが、なぜ認知能力に
 よって協力が形成される頻度が異なるのか理由を明確にする必要がある。 
第三に、どうやって自分と相手の認知能力を判断するのか、相互の認知能力の情
報を提供するのか検討されなければならない。 
第四に、プレーヤーは国として想定されているが、個人と国の認知能力がどのよ
うに関連するのか明確にする必要がある。こうした問題点はあるものの、これらは
本論文の価値を損なうものではない。 
よって、本論文は、博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。
尚、令和元年１０月３日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、合格と認
めた。 
  
